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2019-20 年度 オンライン財団補助金管理セミナー受講のお願い 

 

前略 平素よりロータリー財団にご理解と御協力を頂戴し、深く御礼申し上げます。 

 

早速ではございますが、すでにご存じのように 2020 年 2 月 29 日（土）に開催を予定して

おりました補助金管理セミナーが COVID-19 感染抑止を目的に中止されました。 

 

補助金管理セミナーへの参加は、クラブが財団補助金プログラムに参加（財団補助金の活用）

するためロータリー財団が定めた資格認定プロセスの一つです。（資格認定を受けるために

は、①補助金管理セミナーにクラブの代表者が出席し、②クラブの覚書を地区に提出する 

必要があります。） 

 

つきましては、COVID-19 の終焉が見込めない現在、今期中に対面式の補助金管理セミナー

の開催は難しいと判断し、オンラインの補助金管理セミナーをもって資格認定をさせて頂く

ことと致します。 

 

オンラインの補助金管理セミナーは 9 コースあり、各コース修了毎に修了証が発行されます。

受講後に修了証を９枚ダウンロードのうえ、地区財団委員会までメール添付にてご提出下さ

い。9 件のコースは本来クラブの代表者お一人がすべて受講頂くのが望ましいですが、（同

一クラブ所属会員）複数名の方に受講頂いても結構です。修了証 9 枚の提出期限は、2020

年 6 月 30 日です。提出のないクラブはクラブの覚書を提出済みであっても、2020-21 年

度において財団補助金プログラムに参加（財団補助金申請が）できませんのでご留意下さい。 

 

尚、地区では財団補助金を活用する予定のないクラブを含め、地区内全クラブに資格認定を

受けて頂くよう強く推奨しております。 

 

以上、何卒ご理解を賜りオンライン補助金管理セミナーの受講を頂きますようお願い申し上

げます。 

 

末尾になりましたが、時節柄クラブ会長はじめ会員皆様におかれましては何卒ご自愛のほど

お願い申し上げますと共に、貴クラブの益々の御発展を祈念申し上げます。 

草々 

 

Rotary International District 2660 

                      



【記】 

 

オンライン補助金管理セミナーの受講方法：（添付１参照） 

1 My ROTARY で RI ウェブサイトにログインする 

 ⇓  

2 ラーニング＆参考資料からラーニングセンターをクリック 

 ⇓  

3 ロータリーのコース 日本語から補助金管理セミナーを選ぶ 

 ⇓  

4 補助金管理セミナーを選んだのち、登録をクリック 

 ⇓  

5 登録後、このコースを開始をクリック 

 ⇓  

6 補助金管理の概要から開始し、９コースを修了する。 

 
 コース所要時間 2 時間 45 分（8 コースｘ15 分・１コース x45

分） 

 
 一日で全コースを修了する必要はありません。毎日 1 コースずつ

でも受講頂けます。 

 

 コースが完了するごとに修了証（添付２）のボタンが現れますの

で、クリックしてダウンロードのうえＰＣに保管しておいて下さ

い。9コースの修了証はまとめて地区財団委員会に送付頂きます。 

 

オンライン補助金管理セミナー ９コースの内容 

①  補助金管理の概要（15 分） 

②  持続可能性のための計画（15 分） 

③  地域社会調査の実施（15 分） 

④  プロジェクトの計画づくり（15 分） 

⑤  奨学金（15 分） 

⑥  役割と責務（15 分） 

⑦  財務管理（15 分） 

⑧  報告（45 分） 

⑨  クラブの資格認定（15 分） 

 



添付１ 

My ROTARY オンライン補助金管理セミナー  
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